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BasedondescriptionsfrolnSoilsurveyliterature,1-ed-coloredsoilsoccur-
ringinSoutheastAsiaweregroupedintothefollowing丘vegreatsoilgroups:

1.Dark Red and Reddish Brown Latosols(RBL), 2.Red Yellow Latosols
(RYL), 3.ReddishBrown LateriticSoils(RBLS), 4.Red Yellow Podzolic

Soils(RYP), 5.RedBrownEarths(RBE). (Namesanddefinitionsareafter
DudalandMoormann.)Theirgeneticconditionscanbesummarizedasfollows:

Climate Dry Humid
ParentmaterialAcidic Basic Acidic Basic

Time

I

Recent NCB* RBE (RYP)** (RYL)** RBLS

Interm. NCB* RBE RYP (RYL)** RBL

Old (RYL)*** RYP RYL RBL

*NCB:Non-CalcicBrownSoils
**Doubtfuloccurrence

***Fossilformation

Thefollowingconclusionsweretentativelydrawnfrom considerationsof
geneticconditions:
(1) Genesisofuplandsoilsin thehumidtropicsischaracterizedbya

greaterintensityandagreaterspeedofweatheringascomparedtothatof
uplandsoilsinthehumidtemperatezone.On theotherhand,fundamental
soi1-forming(horizondifferentiating)processesarecommon tobthclimatic
zones,i.e.,podzolizationandlessivage.
(2) Weatheringon basicparentrocksproducessesquioxide-rich weath

eringcrustssorapidlythatsoil-formingprocessesarealmosttotallyinhibited
duetocoatingandcementationofkaolinicclaywithsesquioxides.Thus,the

resultingsoilisofthelatosoltype.
(3) Weatheringproductsofacidicrockscontainkaolin minerals,quartz

andrelativelysmallamountsofsesquioxides.Thus,lessivageand podzoli-
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zationcanproceedalong with weathering.Soilsformedin thiscondition
morphologicallyresembletheredyellow podzolicsoilsdescribedforthewarm
temperatezone.

(4) Morphologyisnotasu氏Cientcriterionforclassifyingtropicalsoils.
TheJdegreeofweatheringinsoilmaterialsshouldalsobetakenintoconsi･
aeration. Thus,theredyellow podzolicsoils,which havebeen described
forthetropics,shouldbedistinguishedfrom thosedescribedforthewarm
temperatezoneon thebasisofsoil-imprintedweatheringfeatures.

熱帯を特徴づける主要な泉観要素の一つに,暗赤,赤褐ないし赤黄など,多少とも赤味がか

った色を呈する土壌があり,これらは従来,しばしば誤って,すべてラテライ トないしラテラ

イ ト性土壌と考えられてきた｡しかし近年熱帯の土壌が くわしく研究されるようになるにつれ

て,赤色を呈する土壌 (以後赤色土壌とよぶ)のL川こも,かなり基本的な性格に差異のあるも

のの存在することが知られるようになってきた｡

ここでは,東南アジア (一部南アジアを含む)にみられる赤色土壌について,主として文献

の記述によりながら,その類別 ･分布などを概観し,その上で熱帯における赤色土壌の生成に

関して考察を刀口え,今後の熱帯土壌研究のために資したい｡

Ⅰ 東南アジアにおける赤色土壌の類別

近年の東南アジアおよび南アジア諸国の土壌調査文献に記載されている赤色土壌には,かな

り多数の異なった名称でよばれているものがあるが,これらを筆者 ら1'が先に行なった対比を

もととして整理すれば,次の五つの大土壌群のいずれかに含められる｡

1. 暗赤色および赤褐色ラ トソル

2. 赤黄色ラトソル

3. 赤褐色ラテライ ト性土壌

4. 赤黄色ポ ドゾル性土壌

5. 赤褐色土

ただし,これらの大土壌群の内容規定は, Dudal&Moormann2' によって与えられたもの

に準ずる｡

以下にはこれらの大土壌群のおのおのについて簡単に形態的,生成的特徴を記載する｡

1. 暗赤色および赤褐色ラトソル

ラトソルは,もともと Kellogg3'によって提案された Suborder段階での土壌分類名であ

り,それまでラテライ ト土壌などの名でよばれていた土壌に対する総称である｡主要な特徴と

して次のようなものがあげられる｡
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(1) 粘土のケイ酸 ･アル ミナ比 (SiO2/A1203)が小 さい｡

(2) 粘土含量のわりに無機部分の塩基置換容量が小 さい｡

(3) 一次鉱物含量が低い (非常に抵抗性のものを除 く)｡

(4) 可溶性物質の含壷が低いO

(5) 粒団の安定性が比較的高い｡

(6) 赤色味が強い｡

(7) 物質の他からoj添加によってできる某積層をもたないO

(8) Al層上に厚い有機物層をもたない｡

(9) 粒経組成でシル トの相対含量が低い｡

このうちでラ トソル以外の土壌との比較で最 も重要なのは,粘土,鉄などの流入にもとづ く

集精層を有しない点であるoただし,他の物質の風化,流亡などのために牡ずる,臥,アル ミ

ニウムなどの残留集精は排除しない｡

暗赤色および赤褐色ラトソルは,ラトソルの中心概念に近いものであって,均一な深い断llH-

をもち,カオリン鉱物よりなる粘土の含量は高いが,酸化鉄 ･アル ミナによって安定な構造を

作っており,透水性はよい｡土壌反応,塩基飽和度は比較的｢軌 ､場合もある｡

2. 赤黄色ラ トソル

上述のラ トソルとしての要求をみたすが,暗赤色および赤褐色ラ トソルと比較すれば,粘土

含量,構造の安定度,塩基飽和度などいずれも低 く,色も赤色味が弱い｡これらの特徴は,局

目の性格が多少とも継承されたものとして理佃できる｡

これら二つの ラ トソルは,最近C/) FAO/UNESCO4)C/j世界 土壌図に おける 7ェラルソル

(Ferralsol),アメリカの'Jl類 5'におけるオキシソル (0Xisol)の申に.'Tめられる｡

3. 赤褐色ラテライ ト性 土壌

この群の土壌は,A層における Alと A2の分化がない点を除けば,次に述べる赤黄色ポ ド

ゾル性土壌と類似 している｡ただし後者が珪酸質な付材上に発達するのに対 し,赤褐色ラテラ

イ ト性土壌は,多少とも塩基に嵩む母材上に発達する｡ もともとアメリカ東南部において記載

されたもので,1938年6),1949年7)のアメリカの分類においては,黄褐色ラテライ ト粧土壌な

どとともに,暖温帯から熱帯の森林地帯に分布する成帯性土壌とされている｡

FAO/UNESCOの棋界土壌図凡例で新 しく提案されている Nitosolは,この増の土壌に対比

される｡アメリカの分類では,次に述べる赤黄色ポ ドゾル性土壌とともに Ultisolc,)申に含め

られるものが主体をなすが,塩基飽 和度の高いものでは Alfisolに入るものがある｡
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4. 赤黄色ポ ドゾル性土壌

この土壌群は,もともとアメリカ合衆国東南部を typelocality として定義 されたもので

あり, Thorp&Smith7'によれば ｢よく発達した,排水良好な酸性の土壌群であって,有機

質のうすい A｡層と,有機,無機質の Al層の下に,淡色の漂白された A2 層をもち,さらに

その下には赤色,赤黄色ないし黄色の,より粘土質なB層を有する｡母材はいずれも多少とも

珪酸質である｣とされている｡この巾で他の土壌との比較で重要な点は,強い洗脱をうけた漂

白層 (A2) の存在と,粘土集積B層の存在であり,それぞれ赤褐色ラテライ ト性土壌およびラ

トソルとの分別特徴となる｡FÅo/UNESCO 世界土壌図の凡例では Acrisol,アメリカの分類

では Ultisolの主体をなす｡しかし熱帯の 赤黄色 ポ ドゾル 性土壌あるいは それと近縁の土壌

(たとえば,古い河岸段丘堆積物上にみられる灰色ポ ドゾル性土壌)の申には, 置換容量は低

いが,塩基飽和度が比較的高 く,FÅo/UNESCO方式の Luvisol,アメリカ分類方式の Alfisol

に含められるものもある｡

5. 赤 褐 色 土

この土壌群は冬期温暖 ･湿潤で,夏期高温 ･乾燥の地中海沿岸地方において最初に記載され

た赤褐色地中海性土壌 (Red-BrownMediterraneanSoil)の南アジアにおける変種と考えられ

るもので,顕著な乾季をもつ湿潤ないし亜湿潤気候下で,苦土鉄鉱物含量の高い母材上に生成

する｡土壌断面における特徴としては,B層における暗赤色ないし赤褐色の土色と,粘土の集

積があげられる｡また塩基飽和度が高 く,易風化性鉱物もかなり残っている｡

FAO/UNESCO の新 しい凡例では Luvisol,アメリカの分類では Alfisolの中に入るものが

主体をなすと考えられる｡

以上五つの土壌群をソ連方式の分類における土壌型と対比することは,たとえばポ ドゾル化

の概念のちがい,ソ連の分類における気候帯区分の重視などのために,はなはだ困難である｡

ゲラシモフ監修の "Physico-GeographicAtlasoftheWorld"8)によってみれば,東南アジ

アの赤色土壌地帯は,

(1)常時湿潤な熱帯林下の赤黄色ラテライ ト性土壌

(2) 季節的に湿潤な熱帯林および高茎草本サバ ンナの赤色ラテライ ト性土壌

(3) 乾燥サバ ンナの赤褐色土

のいずれかに入る｡ただし上に述べてきた五つの土壌群のうちのどれも,(1)(2)(3)とは厳密

に対応していない｡
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日 東南アジアにおける赤色土壌の分布

上に類別 された五つの土壌群の各々について,東面アジア諸因における分布と,f日長条件を

記述する｡

1. 暗赤色および赤褐色ラ トソル

この群の土壌は,北ベ トナム9),南ベ トナム10',カンボジア11',タイ12),マレーシア (マラ

ヤ13),サバ 14),サラワク15') インドネシア16)などに,小而損 ずつではあるがかなり広 く分布す

る｡

I--i:J或条件 としては,気候および母材が もっとも決定的な影響を及ぼし,湿潤熱帯!j封l,)こTで塩

)rEJ性岩石の風化物上にほぼ限定された分布を示すC地形条件としては排水のいいことが必/,,fiで

ある｡

母岩 となるのは玄武岩が多いが,安両告,和服1･輝岩や塩基性の火両灰の場合 も知 られて

いる｡気候 もインドネシアでは 2,500-7,000mm の降水量をもつ 低標高地域とあるが,商ベ

トナムでは 700mm 以下の低降水量地域を除 くあらゆる気候条件下で生成するとされている｡

Dudal& Moormann2) は年降水量 1,000-3,000mm,年平均温度 22oC 以上,乾期の長さ

4カ月以下 という一応の目安を与えているOしかし後にも述べるように,ラ トソルのあるもの

は,現在と異なる条件下で牲成された1掴巨性があり,必ず しも現気候条件との対応を求めえな

い場合があると思われる｡

2. 赤黄色ラ トソル

この群に属する土壌の分布面精は大きくないが,北ベ トナム,南ベ トナム,タイ,マラヤ,

セイロン17)などで記載されている｡

この土壌群の分布地域の現気候は,雨量 600mm か ら 3,000mm,乾期もほとんどない場合

から東北タイやセイロン北西部などのようにきわめて鋸許な,半年に及ぶ乾期のある場合まで

変異は人きい｡母材としては玄武岩のような塩基性岩だけでな く,セイロン,マラヤ,タイの

場合のように古 い 段丘堆漬物 (しか も苦土鉄鉱物含量は低い- マラヤ)上に発達するもの も

多い｡一般に排水のいい地形条件下で年成されるが,比較的排水の悪いところでは黄色味の強

い土壌となる｡

Moormann2) は,このグループの土壌が,東南アジアのモ ンスーン地帯 (吃-雨期の区別の

明瞭なところ)ではもっとも古い河成および海成段丘上に限って出考兄することから,この地帯

における赤黄色ラ トソルの生成を現/気候下のものでないと推論している｡この例として東北タ

イのものや,セイロン西北部のものがあげられる｡

Moormannはまた,乾期が不明瞭であるか,あるいは全 くない東南アジア地域では,赤黄色
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ラ トソルのうちの黄色のメンバーは,recentの段丘上にまで分布することがあるとしている｡

以上のほかに,禰ベ トナムでは EarthyRedLatosol,CompactBrownLatosolがわけられ

ているが,これらはそれぞれ,暗褐色ラトソル,赤黄色ラ トソルに近縁である｡またマラヤで

は PaleYelloWFerralsolがわけられているが,その古沖 積層上の年戒などからは,赤黄色ラ

トソルに近緑のものと考えられる｡

3. 赤褐色ラテライ ト性土壌

この土壌群に属するものは,タイ,マラヤ,サラワク,セイロンなどで記載されている｡し

かし従来赤褐色ラテライ ト性土壌は,ラ トソルあるいは赤黄色ポ ドゾル性土壌ほど明確に定義

されておらず,上記以外の地域で類似の土壌が加茂されている場合にも,他の土壌に含められ

てきている可能性がある (たとえば,Dudal& Moormann2) はこれを 赤黄色ポ ドゾル性 土壌

に含めて考えていた)｡

生成条件としてもっとも決定的な影響を及ぼすのは母材であり,ほとんどの場合, 中 性ない

し塩基性の岩石の風化物上に錬成されている｡気候条件はあまり限定的でないが,乾期の明瞭

なところでの分布は少ない｡しかしこれも地形条件と交絡 しており,湿潤気候下 (たとえばセ

イロンの IntermediateZoneやサラワク)では丘陵状の 不安定地形の ところでみられるのに

対し,タイの中 央部のようなより乾期の明瞭なところでは,より安定な波状ないし緩丘陵状の

地形にも現われる｡

分布は母岩の産状に支配されて,小 さな点状ないし一日日大の地域を占める場合が多 く,赤黄色

ポ ドゾル性土壌と密接な地理的関連をもって出現する｡

赤褐色ラテライ ト性土壌は,上述 した年成のための地形条件から考えると,比較的若い土壌

ということができる｡そしてこのことはこの群の土壌 申 に間結された鉄 コンクリ-ションなど

が存在しないこと (サラワクの例)と関連づけちれよう｡

4. 赤黄色ポ ドゾル性土壌

この群に属する土壌の分布は,ここでとりあげた5土壌群中でもっとも広 く,東南アジアの

湿潤地域の非塩基性母材上での ドミナントな土壌であることが知られている｡たとえば,南ベ

トナムの全面積の半ば以上が赤黄色ポ ドゾル性土壌とその近縁の土壌で占められており,タイ,

マラヤ,ジャワ (非火山灰地帯),セイロン (WetZone)などでも広 く分布 している｡

東南アジアの赤黄色ポ ドゾル性土壌は,母材的には酸性ないしL巨隆の母材上に形成される｡

その多 くは残積性であるが,しばしば古い河岸段丘堆積物上に,またごくまれには新期の沖精

母材上にもみられるとされている (たとえば,マラヤ13)で Subrecentalluvium,サラワク15)

では recentalluvialsediments上に生成するとの記述がある)｡気候条件 としては,年雨量
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1,500mm 以上で粧 苦な乾期のないところに 多くみ られる｡ セイロンの場合17',低地では 2,000

mm 以上の降雨 と,年 平均気温 27⊃C 以上,高地 ( 600m)で は 隼降 水量 1,625mm で,

年平均気温約 13oC以上が出現範岡とされている｡極端な場 合を除けば地形条件はあまり限定

的でない ｡

赤色土壌 とはいえないが,Dudal& Moormann2) によって捉案されている 吹色 ポ ドノ､､ル性

土壌は,赤黄色ポ ドゾル性土壌 と生成的に近縁である｡ただ後者 との差異を什ずる原囚となっ

ているのは,母材がつねに机～小粒の珪酸質推柄物であるという点であり,従 来の調査では,

分布範囲は主 として大陸部東南アジアの古い河成段丘上に限 られている｡

5. 赤 褐 色 _上

この土壌群の 分布は, 巨として 母材 と 気候条件によ り規定 されるO セイロンの DryZone

ではもっともドミナ ントな土壌 として広いlll滝.i･を占めるが,この地域の主たる降雨期が11月～

3月の北東モ ンスー ン期であ り, 夏期高温の条件下で乾燥が起こる点 で,夏雨地帯よ りもさら

に乾燥的と考えられる｡ 申 央 ビルマ18),タイ, カンボジア,南ベ トナムなど南西モ ンスー ンの

影響下にある地域では,乾燥の程度が比較的弱 く,付材の限定がより強 くはたらくためか, 守

布は小面積に限 られている｡

付材条件は上述のように気候条件と交絡 してお り,セイロンDryZoneの場合には,赤裾色

土は中性ないし塩基性の各種の変成告や石吹岩の上にli:.成 し,酸性岩地帯における非石灰質裾

色土* と相隣 りあった分石を示す｡ しか し年降水量が増え,あるいは乾期がより不明瞭になっ

て くると,赤褐色土の母君 となるのはより塩基性の ものに限 られて くるO

このようにみて くると,赤褐色土の分在は東南アジアよ りも,むしろ亜湿潤ない し宰乾燥気

候下の南アジアに広いことが予想 される｡ 車実イ ンドの デカン半日 内陸部に分布の広い Red

loamsや RedSandySoilsのかな りの部 'Jiはこの上壌群 と対比 されようC19)

llI 赤色土壌の生成についての考察

束南アジアにおける上記5種の赤色土壌の加 茂条件を総拾 してみると,'xtlFJ)さ条件 として,吃

~雨期の交替の明瞭な,年雨量の比較的少ない条件下で優 )即勺に出現するのは赤褐色土のみであ

り,他はいずれ も乾期が不明瞭であるか,あるいは乾期があって も年降水量のかな り多い条件

下で什戊される｡なかで もラ トソルはもっとも湿潤高温の条件下に生成 され,赤褐色ラテライ

ト性土壌や赤黄色ポ ドゾル性土壌は,温度条件のより広い範囲に適応 している｡

付材的にみてみ ると, もっとも塩基性の母材に限定 して出現するのが暗赤色および赤褐色 ラ

*東南アジアでは南ベ トナム,タイ,インドネシアなどで記載されているO強く乾燥する気候条件下で酸円
岩風化物を母材として生成するC粘 卜集積B層が黄褐色を呈する点を除けば赤褐色十とよく似ている｡
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トソルであり,赤黄色ラトソル,赤褐色ラテライ ト性土壌,赤褐色土などは,主として中性な

いし塩基性の母材上に発達する｡赤黄色ポ ドゾル性土壌は,もっとも酸性 (珪酸質)の母材上

にみられ,分布が広い｡これと近縁な灰色ポ ドゾル性土壌は,粗粒の珪酸質母材上に生成され

る｡

地形条件はいずれも排水のいいところに限られるが,とくに赤褐色ラテライ ト性土壌は丘陵

状の不安定な地形条件下に特異的に出現する｡すなわち赤褐色ラテライ ト性土壌は,湿潤熱帯

の低標高地帯では,安定地形における成熟土壌としてはみられず,常に生成年代の若い土壌と

してのみ存在するものと考えられる｡したがって母材および気候条件の同じところで,より安

定な地形条件下で長時間の風化および土壌生成をうけた場合には,母材の性質に応じて一方で

はラトソル-,他方では赤黄色ポ ドゾル性土壌-と分化してゆく可能性が高い｡

加茂年代という観点からは,赤褐色土 も比較的若いと思われる｡Moormann& Panabokke17)

によれば,セイロン DryZoneの赤褐色土では,しばしばBt層が2-3の亜層位に分けられ,

下部は古い残積性母材に由来するが,上部はより新 しい崩積性母材の上に発達したと考えられ

る場合が認められる｡それにもかかわらず,これらの生成年代を異にする Bt層は本質的な性

格を異にしていない｡すなわち,現在の赤禍色土生成条件は,かなり古 くから存在 していたと

考えられる｡しかし一方で,同じく現在の DryZoneに,高位段丘上に限って赤黄色ラトソル

の存在が知られ,また各地にラテライ トの砕塊が散見されるなどの事実がある｡これらのラト

ソルやラテライ トが湿潤気候下の産物であることを考えると,この地域の古気候が現在とはか

なり異なっていたであろうことがうかがわれると同時に,今の赤褐色土が,断面下部の残粘性

母材上の生成物をも含めて,気候変化後の比較的新 しい時期の産物であることが明らかとなる｡

以上のような赤色土壌生成条件に関する考慮を大胆に概括してみると次表のようになろう｡

この裏で NCB は非石灰質褐色土,RBE は赤褐色土,RYPは赤黄色ポドゾル性土壌,RBLS

は赤褐色ラテライ ト性土壌,RYL は赤黄色ラトソル,RBLは暗赤色および赤褐色ラトソルの

略である｡

気

斯

期

期

新

中

古

間時

乾

酸 性 中～塩基性 j

NCB RBE

NCB RBE

(RYL)
】

湿

酸 性 中～塩去重出三

(RYP) (RYL) RBLS

RYP (RYL) RBL

RYP RYL RBL

上表で赤黄色ラトソル (RYL)については,母材の性質の変異が大きいので,酸性と申 ～塩基

性との中間においた｡また括弧を付したものは化石的なものであるか,きわめてまれにしかみ
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られないと思われるものである｡*年代区分は新期は沖 積層,申期は洪積層上部, 古期は洪精

層申～下部の地層の堆積後の年代にほぼ相当するものとしてよいであろうO妓積性の暗赤色お

よび赤褐色ラ トソルの年代は明示しがたいが,その風化殻の深さやコンクリーションなどの扶

成物から判断すれば,少な くとも中期よりも古いと思われる｡

この表は,同じく湿潤熱帯の女沌li条件下でも,母材の性格によって,ラ トソルと赤 黄 色ポ ド

ゾル性土壌が,ともに成熟した土壌 として,隣合せにft_成される可能性のあることを示 してい

る｡不実,土壌図をみれば,このような例は枚挙にいとまがない｡

いまこのラ トソル,とくに母材的に対照の顕著な暗赤色および赤褐色ラ トソルと,赤黄色ポ

ドゾル性土壌について, 加茂的に少 しく立ち入った考察を加えてみよう｡

GerasimovandGlazovskaya20)によれば,基本的土壌生成過程として,次の3群10作用が

あげられている｡

1. 土壌物質の無機成分の変化を主とするもの

(1) 一次的 (初成)土壌生成作用

(2) 土壌物質の粘土化作用 (アル ミノ珪酸塩化作用,シア リット化作用)

(3) 土壌物質のラテライ ト化作用 (アル ミナ化作用,ア リット化作用)

2. 土壌物質の有機成分の変化を主とするもの

(4) 腐植集積作用

(5) 泥炭集精作用

3. 無機および有機土壌珪成物の変化と移動を主とするもの

(6) 土壌の塩類化作用 (ソロンチヤク化作用)

(7) 土壌の脱塩化作J札 ソロネッツ化過程とソロチ化作用

(8) グライ化作用と鉱化作用

(9) 溶脱fl･:片J(レシヴァージュ)または偽ポ ドゾル化作用

(10) ポ ドゾル化['招](ポ ドゾル生成過程)

これらのうち, 1.の土壌物質の無機成分の変化を主 とするものは,その過程で物理的,化

学的要因のみならず生物的要因が関与するとしても,基本的には風化作用としてとらえること

ができよう｡赤色土壌の生成にもっとも顕著にみ られるラテライ ト化作用は,この意味におけ

る風化作用にはかならないOしかも高温多湿な気候条件下で,一次鉱物のみならず多 くの二次

(粘土)鉱物まで不安定化し,結果的に鉄 ･アル ミニウム酸化物の相対的集精を来たすがごと

*新潮の堆硫母材上に,赤黄色ポドゾル性土壌や赤黄色ラトソルが生成されているという記述がある (参考
文献12,13,14参照)が,これは母材としての堆漬物そのものの風化を,土壌生成の結果と見誤った可能
性が大きい｡
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き,もっとも強烈な地表風化作用であるといえる｡

これに対して,2.および3.の土壌生成物の変化と移動を主とする作用は,主として相生の

影響下で起こる土壌層位の分化過程を内容とするものであって,狭義の土壌生成作用と考える

ことができよう｡湿潤高温の熱闘気候下で,かつ排水のいい地形条件においては,これらのう

ち溶脱作用とポ ドゾル化作用のみが問題となる｡溶脱作用 (lessivage)については,その物理

化学的本質が明らかになっていないが,末分解の粘土の溶脱過程に,有機物がなんらかの解曙

剤 的効果をもつことを示唆する若干の実験結果がある｡21,22)一方ポ ドゾル化作用については,

粘土粒子の分解と,その結果生ずる酸化鉄 ･アル ミナの移動過程に,有機物が大きい役割を果

たしていることは,広 く承認されている事実である｡

湿潤熱帯条件下の土壌の生成に以上のような作用が主として働いているとすれば,断面形態

の特徴や化学的性質などから,ラトソルにおいてはラテライ ト化作用一風化作用が卓越してお

り,赤黄色ポ ドゾル性土壌においては,風化作用と同時に,溶脱作用とポ ドゾル化作用一狭義

の土壌生成 (層位分化)作用が働いていることは明らかである｡そして両土壌問のこのような

差異を惹起 している主たる原因は,母材の性格の差異に求められねばなるまい｡

いま酸性岩と塩基性岩の風化過程と風化産物を図式化してとらえると次のようになろう｡

酸 性 岩 塩基性岩

〔主要な組成鉱物〕 石 英 長 石 苦土鉄鉱物

∴了 ∴カオリ/ 脱誓酸

〔風 化 産 物〕 石 英 カオリン Al203 Fe203

すなわち石英とアルカリ長石類を主たる組成鉱物とする酸性岩は,風化の最終産物として石英

とカオリン鉱物を主とし,三二酸化物を従とする混合物を与えるのに対 し,苦土鉄鉱物と,よ

りカルシウムに富む斜長石類を主たる組成鉱物とする塩基性岩では,風化に際してまず易風化

性の苦土鉄鉱物の分解が起こり,酸化鉄やアル ミナが遊離される｡この際同時に遊離される塩

基類は媒地に高い反応を与え,長石類の風化に際して脱珪酸を促進することが考えられる｡そ

の結果最終的には,三二酸化物に富み,カオリン鉱物を主たる組成鉱物とする粘土質の風化産

物がえられる｡このように塩基性岩の風化に際して急速に最終段階の三二酸化物に至る変化が

起こることは,たとえば新鮮な輝線岩の風化に際して,表面の風化部位で,すでに長石が完全

にギブサイ トに変化した偽昌が存在するという例23)などからもうかがわれる｡

ところで,このような風化産物 (母材)に対して,生物や有機物の作用と水の浸透が働 く場
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杏,酸性岩由来の母材の場合には,三二酸化物による被覆やf廿紺が少ないために粘土の分散性

は高 く,溶脱作用を可能にするし,また有機物の三二酸化物に対する量比は高 く,キレーショ

ンや保護(′卜;用による三二酸化物の可動化の結果,ポ ドゾル化が起 こるであろう (ポ ト.-ゾル化に

おける有機物と三二峻化物の問の量比の関係については久.鳴24)参照)｡か くて腰件ソロ血化物を
lJ.･材としてtL-_成される土壌は赤黄色ポ ド/ ル性土壌的な特徴を有するに吾るとノ注目っれる｡

他方,三二酸化物に雷む塩基性岩 由来の母材の場合には,三二酸化物によりカオ リン鉱物C,)

分散性が低められると同時に,有機物の三二酸化物に対する和対的畳比 も低 くなるチエLV)に, 粘

土,三二酸化物とも洗脱をうけに くく,生成 される土壌は,溶脱作用,ポ トソ'ル化['棚jともに

微弱なラ トソル的形態をもつに至るであろうことが予想される｡ もっともこの場合にも,表情

の浅い部分でい くらかの層位分化が起 こることは考えうるが,頂丑.林を根きはらって耕地化L

たようなところでは,熱帯の激 しい降雨のために表層の侵蝕が起 こり, もともとの断 面 形態が

保存されていない場合 も少な くないと思われる｡

以上は湿潤熱帯気lz,)三下の土壌生成を論 じたのであるが,比較的乾燥の強い気候条1牛下での赤

褐色土の井:_戒に際しては,塩基性母材の上でも風化作用 (ラテライ ト化作JfJ)の進行はラ トソ

ルの場合ほど急激でない｡従って,加茂される粘土 自体がモ ンモ リロナイ トのような表面活性

の高 い ものを含んでいる｡25) また三二酸化物による被覆や間結の程度 も,ラ トソルにおけるほ

ど強 くはないOこれらのことが赤褐色土における溶脱作用を可能にしていると考えられる｡

赤褐色ニトは,現気候条件下ではいちおう安定な生成物と考えられるが,気候がより湿潤とな

るような場合には,母材の性格に応 じ,ラ トソルあるいは赤黄色ポ ドゾル性土壌の方向-遷移

することが予想､される｡･洋一実,セイロンDryZoneの場合,さきにも述べたように,高位段丘

上の赤黄色ラ トソルや,準平原面上のラテライ ト遺物の存在は,現在の赤褐色土の分布域が,

かつては湿潤熱帯気候下にあった可能性を示唆しているものと考えられる｡

Ⅰ＼ 熱帯土壌の生成と分類における問題点

以上の論議においては,東南アジアにみ られる赤色を呈する土壌を, Dudal& Moormann

による内容規定にもとづいて五つの大土壌群にわけ,その各 々についてfLf戊条件や機構の問題

を扱ってきた｡これらの五つの人士壌群のうち,赤黄色ポ ドゾル性土壌と赤褐色ラテライ ト性

土壌は,暖混晶気候下のアメリカ東南部を typelocality として記載されているものと,形態

｢仰こは区別 できない｡

東胡アジアにおいては,赤褐 色ラテライ ト性土壌は不安定地形上の未成熟土壌 として存在す

るにすぎないが,赤黄色ポ ドゾル性土壌 とされているものの分布はきわめて広 く,ラ トソルと

ともに湿潤熱帯における成熟土壌の一つと考えうるOこのように一つの土壌群が二つ以上の気
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板持にまたがって,広 く分布地域をもつ安定な成熟土壌であるという事例はほとんどな く,そ

のことはまた土壌の成苛性の概念とも相容れないoもとより土壌の成神性の概念そのものが,

気候と植生を重視する地理学的概念であって,土壌学的には問題があるが,それにしても,形

土壌群としては広きにすぎるといわざるをえない｡

従来土壌学においては,しばしば土壌生成作用と風化作用とを区別する必要があると説かれ

ながら,実際にはその区別をすることは困難であり,土壌の分類にあたっては,もっぱら形態

的特徴が重視されてきている｡いま,風化作用をその場における無機成分の変化過程としてと

らえ,土壌生成作用を狭義に層位分化過程として理解するならば,従来の温帯と寒帯を対象と

した土壌学では,風化作用そのものが温和であって,土壌生成作用に伴 う無機成分の変化のほ

うが速度も強度も大きいという場合が 少な くな く (たとえば ポ ドゾルの場合),この両作用を

区別することは困難であるばかりでな く,重要性 も低かった｡

しかし,前節でも述べたように,熱帯においてはラ トソルのどとく,風化作用の速度と強度

が圧倒的に大きく,これが狭義の土壌生成作用の発達を規制するような場合まであり,一般に

風化作用を重視する必要が生ずる｡赤黄色ポ ドゾル性土壌の場合にも,熱帯においては風化が

強度に進んでおり,十分に発達 した断面では,ほとんどいつでも間結された鉄コンクリ-ショ

ンやノジュールが存在する｡これに反して況帯のものでは,たとえば世界でももっとも古い土

壌の一つといわれるアメリカ東南部ビー ドモント地域の赤黄色ポ ドゾル性土壌においてすら,

このような特徴は普通にはみられない (ただし Carnegie,Tifftonなど,二,三の土壌続では

鉄コンクリ-ションの存在することが知られている)0

このようにみて くると,ソビエ ト式分類8) において,熱帯の赤黄色ポ ドゾル性土壌地帯をほ

とんど ｢常時湿潤な熱帯林下の赤黄色ラテライ ト性土壌｣に属せしめ, 1日司東南部やアメリカ

東南部の赤黄色ポ ドゾル性土壌地帯を ｢湿潤亜熱帯林の寅色土および赤色土｣として区別して

いる点に合理性を認めうる｡Gerasimov&Glazovskaya20)は,これら両者が土壌牡成的には

類似 していることを認めながらも,前者でラテライ ト化作用 (風化作用)がいちじるしく発達

している点と,生物学的循環のテンポと強度が熱帯の土壌においてより早 くより強い という点

の違いを重視 している｡ただこれら両土壌型の区分は,気候帯区分を機械的に土壌区分の上に

重ねるのではな く,土壌中にあとづけられる風化の強度的特徴 (たとえば,形態的には鉄コン

クリ-ションの発達程度,実験室的には粘土の組成,ケイ酸 ･バ ン土比など)を分別基準とし

て行なわれるべきであろう｡この意味で,新 しい アメリカの分類における oxichorizonの概

念の採用は,正 しい方向を指示していると考えられる｡
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＼ 要 約 と 結 論

東南アジアでみられる赤色土壌の頗別 ･分布 ･生成条件などに関する該地域各国の文献 ･i'/i

料を整理 し,そこからえられた知識をもととして,各種土壌群の生成過程について考察を加 え

た｡ここで仮説的に定宜したのは次の諸点である｡

(1) 湿潤熱紺における土壌生成を特徴づけるのは, 風化oj速度と強度の大きさであり, 層

位分化過程は温帯におけるそれと本質的な差がな く,溶脱作用とポ ドゾル化作用が主たるもの

である｡

(2) 易風化性の塩基性母岩に おいては,風化の速度 ･強度ともきわめて 大きく,極端な言

い方をすれば,風化作用が完全に層位分化作用に先行する｡しかも風化産物は三二酸化物に嵩

むために層位分化作用に抵抗し,土壌は最終的にはラ トソル的形態をうる｡

(3) 峻性岩においては,風化作用は速度 ･強度とも比較的小さく,風化作用と層位分化作

用は同時的に進行する｡しかも風化縫物申 の三二醸化物含量は,層位分化をうけつけない程に

甘高 くな く,土壌は最終的には赤黄色ポ ドゾル性土壌的な形態をとる｡

(4) しかし,熱帯における土壌の生成を特徴づけるのが風化作用であることを考慮すれば,

上記の酸性岩風化物上の成熟土壌を,暖温帯守成の赤黄色ポ ドゾル性土壌と同-の土壌群として

分類することは当をえていない｡すなわち,熱帯土壌の分類には,形態的特徴のみならず,風

化の強度的特徴をも重視するべきである｡
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